
計画4･9

館死サル生苑鰐を用いた圧生産の可

能性の検討 (細井突彦､入谷 明､近放大

学 ･生物理工学部)

オレゴン霊長類センターで､アカゲザル

の割球を用いて生産されたクローン動物が

報告されて以来､モデル動物としてのサル

生殖細胞の研究が急展開してきた｡我々は

効率的な肱研究のためにも本システムの整

偶を急ぐ必要があると考えている

我々は､ニホンザルで検討されたプロト

コールに沿い､ブタ下垂体性性腺刺激ホル

モン (FSH製剤)によって過剰排卵処理を

行い､卵巣を回収した｡また輸送時間を考

慮し､過剰排卵によりグラーフ化した卵胞

に hCGによる成熟の誘起感作をせず､卵

鵜を温生理食塩水中で近故大学 ･和歌山キ

ャンパスまで運んだ｡これらの卵巣から未

成熟卵母細胞を回収し体外培発により卵子

香-卵巣あたり 25個回収できた｡この結

果は製剤によりこの製剤による過剰排卵の

有効性を証明したので､今後のプロトコー

ルとした｡回収した卵子を培養した結果､

40時間では､全体の 10%しか成熟せず､

通常の報告より低かったが､52時間後には

更に 24%が成熟し､合計 34%が第二成熟

分裂後期に達し､顕微鏡授精が施行された｡

他の報告と差は見られなかったが､成熟時

間が長くかかっているのは､処理時の温度

感作が問題であると考えているが､成熟卵

は形態的にも正常であった｡今後このシス

テムを用いて､旺生産の研究を行う予定で

ある｡

計画5･1

マカクザルとヒヒの純子形成活性の比較に

よる和子競争仮説の倹討

校本知朗､中野まゆみ､長戸戊和 (如il1i大､医､

形態)､松林清明 (火細大､医､形態)

複数のオスがメスへの性的アクセスをめ(･って

競争する種では､精子競争が性器形態に影響を与

えるとの仮説が提唱されている｡その検証のため､

われわれはMacaca屈とR7PL'0屈を対象に､組

織学的に各種の1.11仔形成描性の比較を試みた｡今

年度はとくに､その和問比較の分析に有効な指i,Ti

づくりに主眼をおいた｡

精英サンプルは､fit'郎大学丑長期研究所で飼市

されてきたカニクイザル即=1)､アカゲザル(1)､

マントヒヒ(1)から採取した｡採取した粍典純絹

は､フォルマリン固定､パラフィン包埋･(持切後､

ヘマトキシリン･エオシンおよび PASヘマトキ

シリンで穀色し､光学錯微積で観察した.

今回得たマントヒヒの標本は､年齢が 5歳と

若く精子形成が十分行われていなかったため､検

討すみのマカクザルの精子形成の各種指標と比較

することはできなかった.また､各校霊長規の純

子形成を比較するため､捕子形成の指数化を試み

た｡成熟精子細胞と未成熟精子細胞がともに認め

られる精細管から10本を乱数的に退び､セルト

リ細胞あたりの成熟純子細胞数の比率を求める｡

こ う し て 関 ら れ た if7･子 形 成 指 数

(Spcrmatogencticindex)は､これまで7.r'jた田的

jr7.i的な指標と矛盾がなく､これらよりさらに数炭

化が容易であることから､精子形成の種問比較の

指標としてふさわしいものと思われる｡
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